
より詳細な「研究書 新刊・近刊のご案内」が
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最新の出版総合目録は
右のQRコードから
ダウンロードいただけます。
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●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能です。
　ぜひご利用くださいませ。

　割引クーポンコード：7796729bb3（期限：～2020年12月31日）

　こちらの10ケタの英数字を、必ずご入力ください！
　未入力の場合、割引が適用されず、定価でのご請求となります。ご了承ください。

・メール添付、FAX、電話でもお受けしております。
　ご氏名・ご住所・電話番号・公費／私費の区別・公費の場合は必要書類・宛名・日付の有無をお知らせください。

・2000円以上のお買い上げで、国内全国送料サービス（※海外への配送に関しては、実費を頂戴します）
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　秋冷の候、日頃より、弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　さて、この度、会員様対象の特別割引セールを行うことになりました。
　当リストの新刊・近刊書籍をはじめ、勉誠出版タイトル全品が対象となります。
　この機会にぜひともご購入をご検討くださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。　

謹白

全品20％OFF

中古文学会 会員様対象

＊ウェブサイト以外の方法によるご注文の際は、
　中古文学会の会員であることをお知らせください。

特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
電話 03-5215-9021　
FAX 03-5215-9025



№ 書名 編著者 刊行年月 ISBN  本体価格 割引価格 冊数

1 文化情報学事典
村上征勝　監修／金明哲・小木曽智信・中園聡・
矢野桂司・赤間亮・阪田真己子・宝珍輝尚・
芳沢光雄・渡辺美智子・足立浩平　編

2019/12 20071 18,000 15,800

2 医学・科学・博物　東アジア古典籍の世界 陳捷　編 2020/2 20072 12,000 10,600

3 源氏物語と平安朝漢文学 長瀬由美　著 2019/2 29173 7,000 6,200

4 本朝文粋抄　六 後藤昭雄　著 2020/2 29224 3,200 2,800

5 仙洞句題五十首・水無瀬殿恋十五首歌合　全注釈 石川一　編 2020/3 29195 10,000 8,800

6 挑発する軍記 大津雄一　著 2020/10 22292 3,800 3,300

7 源氏物語の近世―俗語訳・翻案・絵入本でよむ古典 レベッカ・クレメンツ／新美哲彦　編 2019/8 29186 12,000 10,600

8 江戸庶民のまじない集覧―創意工夫による生き方の智恵 長友千代治　著 2020/10 20076 6,000 5,300

9 お伽草子超入門　 伊藤慎吾　編 2020/7 29188 2,800 2,500

10 南方熊楠と日本文学 伊藤慎吾　著 2020/3 22270 7,000 6,200

11 吉田松陰と学人たち　 徳田武　著 2020/9 22291 10,000 8,800

12 幕末明治の社会変容と詩歌 青山英正　著 2020/2 29196 10,000 8,800

13 杜甫研究年報　3　杜甫研究年報　第三号　 日本杜甫学会　編 2020/5 29443 2,000 1,800
14 白居易研究年報　20　白居易研究年報　最終号　特集　歌舞音曲　附白居易研究会　編 2020/9 07098 9,000 7,900
15 平川祐弘決定版著作集　　アーサー・ウェイリー　『源氏物語』の翻訳平川祐弘　著 2020/7 29424 14,000 12,300

16 古典文学の常識を疑う　Ⅱ―縦・横・斜めから書きかえる文学史 松田浩・上原作和・佐谷眞木人・佐伯孝弘　編 2019/9 29183 2,800 2,500

17 古典文学の常識を疑う 松田浩・上原作和・佐谷眞木人・佐伯孝弘　編 2017/6 29147 2,800 2,500

18 古代の日本と東アジア　人とモノの交流史 鈴木靖民　著 2020/7 22279 10,000 8,800
19 新羅中古期の史的研究　 武田幸男　著 2020/7 22278 12,000 10,600
20 古文書研究　第89号　 日本古文書学会　編 2020/6 22416 3,800 3,300

21 古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲　編
国立歴史民俗博物館　監修

2020/2 22272 7,800 6,900

22 日本の表装と修理 岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人　編 2020/3 20073 7,000 6,200

23 歴博甲本洛中洛外図屏風の研究 小谷量子　著 2020/2 22257 10,000 8,800

24 金沢文庫古文書　喫茶関係編年資料集　 永井晋　編 2020/9 22288 10,000 8,800
25 近世大名墓の考古学　東アジア文化圏における思想と祭祀 松原典明　編 2020/6 22276 12,000 10,600
26 生きるための地域史―東海地域の動態から 中村只吾・渡辺尚志　編 2020/10 22290 8,000 7,000
27 儒教儀礼と近世日本社会　闇斎学派の『家礼』実践 松川雅信　著 2020/7 21056 10,000 8,800

28 日本近世社会と町役人 望月良親　著 2020/2 22266 6,000 5,300

29 近世豪商・豪農の〈家〉経営と書物受容―北奥地域の事例研究 鈴木淳世　著 2020/2 22265 10,000 8,800

30 近世都市の常態と非常態―人為的自然環境と災害 渡辺浩一／マシュー・デーヴィス　編 2020/2 22267 7,000 6,200

31
江戸日本橋商人の記録―〈にんべん〉伊勢屋髙津伊兵衛家の古文
書

澤登寛聡・筑後則　編 2020/3 22269 11,000 9,700

32 スイス使節団が見た幕末の日本　ブレンワルド日記1862-1867
横浜市ふるさと歴史財団・
ブレンワルド日記研究会　編

2020/6 22275 9,800 8,600

33 ロマノフ王朝時代の日露交流　 東洋文庫・生田美智子　監修／牧野元紀　編 2020/8 22286 3,800 3,300

34
甦る「豊後切支丹史料」―バチカン図書館所蔵マレガ氏収集文書よ
り

松井洋子・佐藤孝之・松澤克行　編 2020/2 22261 12,000 10,600

35 琉球船漂着者の「聞書」世界―『大島筆記』翻刻と研究 島村幸一　編 2020/3 29197 10,000 8,800

36 新彰義隊戦史　 大藏八郞　編 2020/9 22285 7,000 6,200

37 日本建築の歴史的評価とその保存 山岸常人　著 2020/2 22268 17,000 15,000

38 日本画の所在―東アジアの視点から 北澤憲昭・古田亮　編 2020/4 27055 6,500 5,700

39 宋代中国都市の形態と構造　 伊原弘　著 2020/6 22069 4,500 4,000
40 「本読み」の民俗誌　交叉する文字と語り 川島秀一　著 2020/6 23081 3,500 3,100
41 メディアのなかの仏教　近現代の仏教的人間像 森覚　編 2020/5 21054 7,500 6,600

42 龍谷大学図書館蔵 黒谷上人語燈録 元亨版　翻刻および総索引 佐々木勇　主編 2020/4 28050 18,000 15,800

43 国宝　漢書楊雄伝　第五十七
京都国立博物館　原本所蔵・編
石塚晴通・上杉智英・小助川貞次　解説

2019/12 28046 35,000 30,800

44 240　六朝文化と日本―謝霊運という視座から 蒋義喬　編著 2019/12 22706 2,800 2,500

45 241　源実朝―虚実を越えて 渡部泰明　編 2019/12 22707 2,800 2,500

46 242　中国学術の東アジア伝播と古代日本 榎本淳一・吉永匡史・河内春人　編 2020/1 22708 2,800 2,500

47 244　前近代東アジアにおける〈術数文化〉 水口幹記　編 2020/3 22710 3,200 2,800

48 245　アジアの死と鎮魂・追善 原田正俊　編 2020/3 22711 2,800 2,500

49 246　和漢のコードと自然表象―十六、七世紀の日本を中心に 島尾新・宇野瑞木・亀田和子　編 2020/4 22712 2,800 2,500

50 248　明治が歴史になったとき　史学史としての大久保利謙 佐藤雄基　編 2020/6 22714 2,800 2,500
51 249　漢学とは何か　漢唐および清中後期の学術世界 川原秀城　編 2020/7 22715 2,800 2,500
52 250　酔いの文化史　儀礼から病まで 伊藤信博　編 2020/8 22716 2,800 2,500
53 251　仏教の東漸と西漸　 荒見泰史　編 2020/9 22717 2,800 2,500
54 252　中世日本の茶と文化　生産・流通・消費をとおして 永井晋　編 2020/9 22718 2,800 2,500

56 第18巻　蔵書はめぐる　海外図書館の日本古典籍コレクション 編集部　編 2020/7 20718 1,800 1,600

◆歴史・文化財・美術史・思想史

◆事典・総記

◆書物学

Email info@bensei.jp

勉誠出版 注文書

FAX 03-5215-9025

※割引クーポンコード：7796729bb3（期限：～2020年12月31日）
　こちらの10ケタの英数字を、必ずご入力ください！
※注文書に記載のない書籍につきましても弊社書籍は全点2割引にて
承ります。

通信欄　※お支払い方法（公費・私費）、必要書類はこちらにご記入ください

ご送付先（氏名・住所・電話番号）

◆日本語学・言語学

◆古典文学・文学史

◆アジア遊学
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漢詩・中古文学・和漢比較文学

本
朝
文
粋
抄 

六

後
藤
昭
雄
【
著
】

後
藤
昭
雄（
ご
と
う
・
あ
き
お
）

一
九
四
三
年
熊
本
市
生
ま
れ
。一
九
七
〇
年
、九
州
大
学
大
学
院
修
了
。成
城
大
学
教
授（
二
〇
一
三
年
ま
で
）。主
要
著
書
に
、『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』（
桜
楓
社
、一

九
八
一
年
。補
訂
版
、勉
誠
出
版
、二
〇
〇
五
年
）、『
本
朝
文
粋
』（
共
著
、新
日
本
古
典
文
学
大
系
、岩
波
書
店
、一
九
九
二
年
）、『
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、一
九
九
三
年
）、『
平
安
朝
文
人
志
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
九
三
年
）、『
日
本
詩
紀
拾
遺
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
〇
年
）、『
平
安
朝
漢
文
学
史
論
考
』（
勉
誠
出

版
、二
〇
一
二
年
）、『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一二
年
）、『
平
安
朝
漢
詩
文
の
文
体
と
語
彙
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
七
年
）な
ど
。

【
目
次
】

第
一
章
　
貧
女
吟（
紀
　
長
谷
雄
）―

不
幸
な
女
の
物
語

第
二
章
　
夏
日
閑
居
、庭
前
の
三
物
を
詠
ず（
源
　
順
）―
越
調
詩

第
三
章
　《
策
問
》循
良
を
詳
ら
か
に
す（
菅
原
輔
正
）―

学
問
の
文
章（
一
）

第
四
章
　《
対
策
》循
良
を
詳
ら
か
に
す（
大
江
挙
周
）―

学
問
の
文
章（
二
）

第
五
章
　
第
八
皇
子
の
始
め
て
御
注
孝
経
を
読
む
を
聴
く
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―

学
問
の
文
章（
三
）

第
六
章
　
後
漢
書
竟
宴
の
詩
の
序（
紀
　
長
谷
雄
）―

学
問
の
文
章（
四
）

第
七
章
　
文
選
竟
宴
の
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―

学
問
の
文
章（
五
）

第
八
章
　
冷
泉
院
の
池
亭
に「
花
光
水
上
に
浮
か
ぶ
」を
賦
す
詩
の
序（
菅
原
文
時
）―
学
問
の
近
く
に
あ
る
文
章

第
九
章
　
仏
性
院
に
秋
を
惜
し
む
詩
の
序（
源
　
順
）―

仏
性
院
の
詩
宴

第
十
章
　
天
台
山
円
明
房
に
月
前
に
閑
談
す
と
い
ふ
詩
の
序（
大
江
以
言
）―

比
叡
山
の
詩
会

第
十
一
章
　
亀
山
の
神
を
祭
る
文（
源
　
兼
明
）―

山
の
神
に
祈
る

作
者
略
伝
／
本
朝
文
粋
作
品
表
／
あ
と
が
き
／
索
引

日
本
漢
文
の
粋
を
集
め
、

平
安
期
の
時
代
思
潮
や
美
意
識
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
文
献 「
本
朝
文
粋
」 

。

そ
の
漢
文
の
世
界
の
深
遠
へ
と
誘
う
格
好
の
入
門
書
。

第
六
巻
で
は
特
殊
な
漢
詩
形
式
で
あ
る
雑
詩
の
う
ち
紀
長
谷
雄
お
よ
び
源
順
に
よ
る
二
種
、

お
よ
び
、大
学
寮
に
お
け
る
試
験
の
問
題
と
解
答
で
あ
る
策
問
・
対
策
、講
書
竟
宴
等
の

平
安
期
の
学
問
世
界
に
か
か
わ
る
作
品
な
ど
、全
十
一
篇
を
収
載
。

ほ

ん

ち

ょ

う

も

ん

ず

い

し

ょ

う

ご送付先ご住所（通信欄）

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

第三巻…本朝文粋抄 三
978-4-585-29221-0 C0095
2014 年 7月｜本体 2,800 円

書 名 部 数

後藤昭雄［著］

本朝文粋抄　六

セット

部

部

部

本体3,200円（+税）

四六判上製カバー装・312頁
2019年12月刊行

ISBN978-4-585-29224-1 C0095

部

部

第一巻…本朝文粋抄
978-4-585-05367-5 C0095
2006 年 12月｜本体 2,800 円

本朝文粋抄第一期
（一～五巻）

第四巻…本朝文粋抄 四
978-4-585-29222-7 C0095
2015 年 10月｜本体 2,800 円

第二巻…本朝文粋抄 二
978-4-585-05407-8 C0095
2009 年 2月｜本体 2,800 円

第五巻…本朝文粋抄 五
978-4-585-29223-4 C0095
2018 年 8月｜本体 2,800 円

セット本体 14,000 円

ご送付先ご住所（通信欄）



日本史・東洋史

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
構
築
の
た
め
に―

―

い
ま
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に

歴
史
の
一
場
面
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
、古
文
書
。

そ
こ
に
記
さ
れ
た
内
容
の
み
な
ら
ず
、

文
字
の
配
置
や
大
き
さ
、料
紙
の
選
択
、印
の
位
置
な
ど
、

「
モ
ノ
」と
し
て
残
る
そ
の
形
も
ま
た
、

古
文
書
の
持
つ
様
々
な
意
味
と
機
能
を
伝
え
る
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
。

古
代
か
ら
近
世
に
い
た
る
日
本
の
古
文
書
の
様
式
と
機
能
の
変
遷
を

通
史
的
・
総
合
的
に
論
じ
、

ま
た
、文
書
体
系
を
共
有
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
古
文
書
と
比
較
。

日
本
の
古
文
書
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
、

東
ア
ジ
ア
古
文
書
学
の
構
築
の
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
画
期
的
成
果
。

古
文
書
の
様
式
と

国
際
比
較

小
島
道
裕
・
田
中
大
喜
・
荒
木
和
憲﹇
編
﹈　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館﹇
監
修
﹈

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…

…
…

…

小
島
道
裕（
こ
じ
ま
・み
ち
ひ
ろ
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

専
門
は
日
本
中
近
世
史
。

田
中
大
喜（
た
な
か
・ひ
ろ
き
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
。

荒
木
和
憲（
あ
ら
き
・
か
ず
の
り
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
准
教
授

専
門
は
日
本
中
世
史
・
東
ア
ジ
ア
交
流
史
。

﹇
目
次
﹈……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

口
絵　

図
解
で
わ
か
る
文
書
様
式

は
じ
め
に…

…
…

小
島
道
裕

第
1
部
　
日
本
の
文
書
様
式
と
そ
の
変
遷

　
1
　
古
代
の
文
書
と
中
世
へ
の
展
開

　
　
　
古
代
日
本
に
お
け
る「
文
書
」の
誕
生…

…
…

小
倉
慈
司

　
　
　「
詔
勅
」に
お
け
る
口
頭
伝
達
の
役
割…

…
…

仁
藤
敦
史

　
　
　
中
世
日
本
に
お
け
る
書
状
の
広
が
り

 
―

古
代
書
状
論
・「
公
文
書
化
」論
を
中
心
に
し
て…

…
…

佐
藤
雄
基

　
2
　
中
世
文
書
の
諸
相

　
　
　
将
軍
の
文
書
と
武
士
団
の
文
書…

…
…

田
中
大
喜

　
　
　
寺
院
文
書
の
特
性

 
―

衆
議
文
書
の
形
成
と
そ
の
背
景…

…
…

横
内
裕
人

　
3
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
近
世
へ
の
展
望

　
　
　
戦
国
大
名
の
文
書
と
天
下
人
の
文
書…

…
…

金
子　

拓

　
　
　
戦
国
大
名
の
印
判
状
に
つ
い
て

 
―

北
条
氏
の「
虎
の
印
判
」は
東
ア
ジ
ア
標
準
か…

…
…

小
島
道
裕

第
2
部
　
東
ア
ジ
ア
の
古
文
書
と
日
本
の
古
文
書

　
1
　
韓
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
朝
鮮
王
朝
の
国
王
文
書…

…
…

川
西
裕
也

　
　
　
日
本
と
韓
国
の
署
名
・
花
押
比
較…

…
…

朴　

竣
鎬（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
私
人
間
の
契
約
文
書

 
―

様
式
と
特
徴
を
中
心
に…

…
…

文　

叔
子（
稲
田
奈
津
子
訳
）

　
　
　
東
ア
ジ
ア
古
文
書
の
中
の
画
指…

…
…

三
上
喜
孝

　
2
　
中
国
の
古
文
書
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
中
国
古
文
書
学
概
論

 
―

公
文
書
の
様
式
研
究
を
例
に…

…
…

黃　

正
建（
江
川
式
部
訳
）

　
　
　
明
清
時
代
の「
信
牌
」……

…

阿　

風（
黄
　
素
英
訳
）

　
　
　
日
本
古
代
に
お
け
る
中
国
文
書
様
式
の
受
容
と
変
容…

…
…

丸
山
裕
美
子

　
3
　
東
ア
ジ
ア
の
文
書
と
外
交
の
文
書

　
　
　
中
世
日
本
の
往
復
外
交
文
書

 
―

十
五
〜
十
六
世
紀
の
現
存
例
を
中
心
と
し
て…

…
…

荒
木
和
憲

　
　
　
安
南
日
越
外
交
文
書
の
様
式
と
伝
来…

…
…

藤
田
励
夫

　
　
　
イ
ル
ハ
ン
朝（
モ
ン
ゴ
ル
支
配
期
イ
ラ
ン
）の
公
文
書…

…
…

四
日
市
康
博

総
括
　
文
書
実
践
と
し
て
の
中
世
文
書
史…

…
…

高
橋
一
樹

　
あ
と
が
き…

…
…

小
島
道
裕 

　
執
筆
者
・
翻
訳
者
一
覧

A5 判上製カバー装
カラー口絵 16 頁 + 本文 416 頁
ISBN 978-4-585-22272-9　C3020

2020 年 3月刊行

本体7,800円（＋税）

二
〇
一
八
年
秋
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
て
開
催
さ
れ
、S
N
S
等
で
も
大
き

な
話
題
と
な
っ
た
企
画
展
示「
日
本
の
中
世
文
書―

機
能
と
形
と
国
際
比
較
」。

そ
の
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
一
書
に
ま
と
め
た
貴
重
な
一
冊
。

歴
史
フ
ァ
ン
・
古
文
書
フ
ァ
ン
待
望
の
一
冊
。

掲載図版120点超！　
カラー口絵では、
古文書の様式を
分かりやすく図解。

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体7,800円（+税）

A5判上製カバー装
カラー口絵16頁+本文416頁

ISBN978-4-585-22272-9 C3020　2020 年 3月刊行

古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲［編］
国立歴史民俗博物館［監修］



裃人物肖像　
絹本着色江戸時代（十九世紀）

（京都府蔵（京都文化博物館管理））

岩
﨑
奈
緒
子
（
い
わ
さ
き
・
な
お
こ
）

京
都
大
学
総
合
博
物
館
教
授
。
専
門
は
日
本
近
世
史
。

中
野
慎
之
（
な
か
の
・
の
り
ゆ
き
）

文
化
庁
文
化
財
第
一
課
文
部
科
学
技
官
（
絵
画
部
門
）。
専
門
は
美
術
史
。

森
　
道
彦
（
も
り
・
み
ち
ひ
こ
）

京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
（
中
世
絵
画
）。
専
門
は
中
近
世
絵
画
。

横
内
裕
人
（
よ
こ
う
ち
・
ひ
ろ
と
）

京
都
府
立
大
学
教
授
。
専
門
は
日
本
中
世
史
。

﹇
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

装
い
、繕
い
、伝
え
る―

絵
画
や
書
、古
文
書
な
ど
、紙
や
絹
を
用
い
た
文
化
財
は
、

表
装
に
よ
っ
て
、よ
り
美
し
く
、よ
り
長
く
そ
の
存
在
を
守
ら
れ
続
け
る
。

こ
れ
ら
の
歴
史
的
遺
産
を
修
理
・
保
存
し
、伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

込
め
ら
れ
た
人
々
の
思
い
・
願
い
を
も
共
有
し
て
い
く
営
み
で
あ
る
。

表
装
や
修
理
は
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
や
思
想
の
も
と
に

行
わ
れ
て
き
た
も
の
な
の
か
。

文
化
財
の
修
理
・
保
存
の
第
一
線
に
あ
り
、

そ
の
困
難
な
作
業
の
中
で
、

技
術
者
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
の
か
。

残
し
伝
え
ら
れ
て
き
た「
モ
ノ
」と
の
真
摯
な
対
話
の
中
か
ら
、

表
装
と
修
理
に
ま
つ
わ
る
文
化
史
を
描
き
出
し
、

今
日
の
我
々
に
と
っ
て
の

文
化
財
保
護
の
意
義
と
意
味
を
照
射
す
る
。

岩
﨑
奈
緒
子
・
中
野
慎
之
・
森
道
彦
・
横
内
裕
人
　…

…
…

…
…

…
…

   

編

日
本
の
表
装
と
修
理

　
口
　
絵

　
は
じ
め
に

　
参
考 

文
化
財
の
構
造
と
名
称

第
一
部
　
現
代
の
装
潢
・
文
化
財
修
理

　
装
潢
師
の
声
を
聞
く

 
―

技
術
者
か
ら
見
た
装
潢
文
化
財
修
理
の
進
化
◆
岩
﨑
奈
緒
子

　
表
具
師
か
ら
装
潢
師
へ
◆
岡
興
造

　
古
文
書
修
理
の
歴
史
と
理
念
◆
湯
山
賢
一

第
二
部
　
表
装
の
文
化
史

　
日
本
中
世
の
仏
画
の
表
装
◆
谷
口
耕
生

　
〝
東
山
表
具
〞
の
成
立
を
め
ぐ
る
小
考
◆
板
倉
聖
哲

　
江
月
宗
玩
に
よ
る
表
具
の
記
録
と
制
作
◆
門
脇
む
つ
み

　
表
装
が
伝
え
る
も
の―

後
水
尾
院
縁
の
掛
軸
を
事
例
と
し
て
◆
髙
田
智
仁

　
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
書
画
蒐
集
と
表
装
◆
竹
浪
遠

　
近
代
日
本
画
の
材
料
と
表
装
◆
中
野
慎
之

第
三
部
　
修
理
の
文
化
史

　
平
安
時
代
の
仏
画
制
作
と
そ
の
修
理
◆
増
記
隆
介

　
前
近
代
に
お
け
る
書
跡
・
古
文
書
修
理
の
諸
相

 
―

現
状
維
持
の
理
念
を
め
ぐ
っ
て
◆
横
内
裕
人

　
護
持
院
隆
光
の
寺
社
修
理―
元
禄
期
の
奈
良
を
中
心
に
◆
古
川
攝
一

　
近
世
に
お
け
る
障
壁
画
の
保
存
と
継
承
◆
森
道
彦

　
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
と
修
復

 
―

芸
術
作
品
の
受
容
史
の
視
点
か
ら
◆
平
川
佳
世

　
　
あ
と
が
き

　
　
執
筆
者
一
覧

﹇
も
く
じ
﹈…

…
…

…
…

…
…

…

ご送付先ご住所（通信欄）
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本体7,000円（+税）

A5判上製・カラー口絵８頁+424頁
ISBN 978-4-585-20073-4　C1000

2020年3月刊行

A5判上製・カラー口絵８頁+424頁
ISBN 978-4-585-20073-4　C1000

2020年3月刊行

本体7,000円（＋税）

美術・歴史・文化財学

日本の表装と修理
岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人［編］



東洋史・出版史・書誌学・科学・医学・農学

陳 捷 ［編］

ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 ※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025

本体12,000円（+税）

A5判上製カバー装・456頁
2020年2月刊行

ISBN978-4-585-20072-7 C3000

本体12,000円（+税）

A5判上製カバー装・456頁
2020年2月刊行

ISBN978-4-585-20072-7 C3000陳 捷 ［編］

医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界

東アジアの知の遺産、古典籍。
なかでも医学・本草学・農学・科学に関する書物は、
人びとの社会・生活に密着するものとして
広く流通・展開し、大きな一群をなしている。
これまで総合的に論じられることのなかった
東アジアにおける情報伝達と文化交流の世界を、
地域・文理の枠を越えて考究する画期的論集。

1963年生まれ。東京大学大学院人文社会系研究科教授。
専門は中国古典文献学・書物交流史。
主著に『明治前期日中学術交流の研究―清国駐日公使館の文化活動』（汲古
書院、2003年）、『人物往来与書籍流転』（中華書局、2012年）、『日韓の書誌
学と古典籍』（共編、アジア遊学184、勉誠出版、2015年）などがある。

編者略歴

目次

陳 捷（ちん・しょう）

知の沃野をひらく

まえがき
第一部 医学
  日中韓越の医書流通と医学体系の形成◉真柳 誠
  『福田方』『悲田方』の構成と復元の可能性◉浦山きか
  日本における中国舌診書『敖氏傷寒金鏡録』の受容◉梁嵘（黄昱･訳）
  東アジア伝統医学の真髄
  　―朝鮮許浚の『東医宝鑑』 ◉朴現圭（黄昱･訳）
  国立公文書館所蔵の朝鮮通信使の医学筆談◉梁永宣・李敏（小野泰教･訳）
  崔漢綺が読んだ西洋医学書
  　―Hobson（合信）の医書と崔漢綺の『身機践験』◉金哲央
  清末の漢文西洋薬学書におけるアヘンの記述について◉小野泰教

第二部 科学
  『新製霊台儀象志』の受容◉吉田 忠
  テキストの鏡影
　  ―抜粋本と清初の暦算学◉祝平一（高津 孝･訳）
  ��世紀朝鮮の実学者洪大容の『劉鮑問答』
　  ―西洋科学知識受容の一断面◉任正爀
  葛飾北斎『唐土名所之絵』と中国地図の受容◉大澤顯浩

第三部 博物
  経学註釈と博物学の間
  　―江戸時代の『詩経』名物学について◉陳捷
  近世中国知識人の博物学の再構築
  　―方以智『通雅』と『物理小識』を中心に◉廖肇亨（千賀由佳･訳）
  交錯する視線―南西諸島の博物学◉高津 孝
  青蒿と黄花蒿の名物学的研究
 　―ラテン名比定の問題を中心に◉久保輝幸

第四部 人と書物
  平賀源内伝の再検討
 　―『平賀実記』を中心に◉福田安典
  洋学者・柴田収蔵と江戸の本屋◉平野 恵
  近世後期における地方知識層の書物交流
 　―伊藤忠岱の書写活動を中心として◉清水信子
  医籍専売書肆英蘭堂島村利助について◉鈴木俊幸

あとがき

医学・科学・博物
東アジア古典籍の世界



長
瀬
由
美【
著
】交

響
す
る
和
と
漢

平
安
時
代
の
文
人
貴
族
に
と
って
、漢
の
思
想
・
文
化
は
、

あ
る
種
の
規
範
か
つ
憧
憬
の
対
象
と
し
て
あ
っ
た
。

な
か
で
も
白
居
易
の
詩
文
は

日
本
に
舶
載
さ
れ
て
以
来
、広
く
愛
さ
れ
、

日
本
の
漢
文
世
界
に
深
く
根
を
お
ろ
す
と
と
も
に
、

『
源
氏
物
語
』な
ど
の
物
語
文
学
を
育
む

豊
か
な
土
壌
と
な
っ
た
。

仮
名
文
学
が
興
隆
し
て
国
風
文
化
が
開
花
し
、

ま
た
一
方
で
、漢
文
学
的
な
文
化
潮
流
が
再
興
し

頂
点
に
達
し
た
一
条
朝
の
時
代―

そ
の
時
代
に
花
開
い
た
和
漢
の
作
品
を
丁
寧
に
読
み
込
み
、

そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
表
現
を
丹
念
に
分
析
す
る
こ
と
で
、

和
の
内
な
る
漢
の
あ
り
方
、

和
漢
の
交
響
を
文
学
史
上
に
位
置
付
け
る
。

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

長
瀬
由
美（
な
が
せ
・
ゆ
み
）　
一
九
七
五
年
生
ま
れ
。都
留
文
科
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授
。専
門

は
平
安
朝
文
学
。　

主
な
論
文
に「『
源
氏
物
語
』と
中
唐
白
居
易
詩
に
つ
い
て
」（『
二
〇
一
四
年
パ
リ
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム　

源
氏
物
語
と
ポ
エ
ジ
ー
』青
簡
舎
、二
〇
一
五
年
）、「『
源
氏
物
語
』准
拠
の
手
法
と
唐
代
伝

奇
・
中
唐
の
文
学
観
」（『
中
古
文
学
』第
95
号
、二
〇
一
五
年
六
月
）、「『
源
氏
物
語
』と「
長
恨
歌
」―

正
編

か
ら
続
編
へ
」（『
源
氏
物
語　

煌
め
く
こ
と
ば
の
世
界
2
』翰
林
書
房
、二
〇
一
八
年
）な
ど
が
あ
る
。

本
体
七
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
・
三
三
六
頁

二
〇
一
九
年
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29173-2   C3095

源
氏
物
語
と

平
安
朝
漢
文
学目

　
次

　
序

Ⅰ　

白
居
易
の
文
学
と
平
安
中
期
漢
詩
文

　
第
一
章
　
一
条
朝
前
後
の
漢
詩
文
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　『
白
氏
文
集
』諷
諭
詩
の
受
容

　
第
二
章
　
菅
原
文
時「
封
事
三
箇
条
」に
つ
い
て

　
第
三
章
　
一
条
朝
文
人
の
官
職
・
位
階
と
文
学

　
　
　―

大
江
匡
衡
・
藤
原
行
成
・
藤
原
為
時
を
め
ぐ
っ
て

　
第
四
章
　
一
条
朝
の
文
人
貴
族
と
惟
宗
允
亮

　
　
　―

源
為
憲
詩
を
起
点
と
し
て

　
第
五
章
　
平
安
時
代
の「
長
恨
歌
」受
容

　
　
　―

金
澤
文
庫
本『
白
氏
文
集
』の
訓
か
ら

Ⅱ　
『
源
氏
物
語
』と
漢
詩
文
世
界

　
第
一
章
　『
源
氏
物
語
』准
拠
の
手
法
と
唐
代
伝
奇
・
中
唐
の
文
学
観

　
第
二
章
　『
源
氏
物
語
』と
中
国
文
学
史
と
の
交
錯

　
　
　―

不
可
知
な
る
も
の
への
語
り
の
方
法

　
第
三
章
　『
源
氏
物
語
』と
史
書
の
接
点―

童
謡
の
方
法

Ⅲ　

白
居
易
の
文
学
と『
源
氏
物
語
』

　
第
一
章
　
中
唐
白
居
易
の
文
学
と『
源
氏
物
語
』

　
　
　―

諷
諭
詩
と
感
傷
詩
の
受
容
に
つ
い
て 

　
第
二
章
　『
源
氏
物
語
』と「
長
恨
歌
」―

正
編
か
ら
続
編
へ

　
第
三
章
　
朝
顔
巻
の
紫
の
上―

月
と
人
と
　
白
居
易
詩
の
こ
こ
ろ
へ

　
第
四
章
　
荒
廃
し
た
邸
宅
と
狐

　
　
　―
『
源
氏
物
語
』蓬
生
巻
と
白
居
易「
凶
宅
」詩

　
付
　
章
　『
紫
式
部
日
記
』の
思
考
の
姿

　
　
　―
白
居
易
詩「
身
」と「
心
」詠
と
の
関
連
に
お
い
て

　
あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
索
　
引

ご送付先ご住所（通信欄）
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古
典
受
容
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

写
本
・
版
本
の
流
通
量
が
爆
発
的
に
増
え
た
こ
と
で
、

地
方
へ
／
か
ら
の
情
報
の
伝
播
、

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
への
知
の
解
放
が
行
わ
れ
た
近
世
。

そ
れ
ま
で
は
貴
族
や
大
名
、連
歌
師
周
辺
で
読
み
継
が
れ
て
い
た

『
源
氏
物
語
』も
ま
た
、他
の
和
歌
集
や
物
語
類
と
と
も
に
、

庶
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
いっ
た
。

『
源
氏
物
語
』の
俗
語
訳
と
し
て
最
初
に
公
刊
さ
れ
た

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』、ま
た
、そ
の
続
編
と
し
て
編
ま
れ
た
、

梅
翁（
奥
村
政
信
）『
俗
解
源
氏
物
語
』『
若
草
源
氏
物
語
』『
雛
鶴
源
氏
物
語
』

『
紅
白
源
氏
物
語
』の
全
篇
を
翻
刻
・
注
解
、挿
絵
も
全
て
収
載
。

国
内
外
の一級
の
研
究
者
に
よ
る
優
れ
た
論
考
も
併
せ
て
収
載
し
、

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
に
う
つ
し
か
え
ら
れ

広
く
古
典
が
受
容
さ
れ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を

考
察
す
る
た
め
の
基
盤
を
提
供
す
る
。 

本
体
一
二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
・
七
五
二
頁

二
〇
一
九
年
七
月
刊
行

ISBN
978-4-585-29186-2 C3095 

源
氏
物
語
の
近
世

俗
語
訳
・
翻
案
・
絵
入
本
で
よ
む
古
典

レ
ベ
ッ
カ
・ク
レ
メ
ン
ツ
／
新
美
哲
彦﹇
編
﹈

【
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】　

R
ebekah C

LEM
EN

TS

（
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ
）　Research Professor at Institució Catalana de Recerca i Estudis A

vançats

（ICREA

）and U
niversidad A

utónom
a de Barcelona. 

研
究
教
授（
カ
タ
ロ
ニ
ア
高
度
研
究
施
設

兼
バ
ル
セ
ロ
ナ
自
治
大
学
）。専
門
は
東
ア
ジ
ア
の
近
世
史
。主
な
著
書
にA

 Cultural H
istory of T

ranslation in Early M
odern Japan

（Cam
bridge: Cam

bridge U
niversity Press, 2015

）、論
文
に「
も
う
一
つ
の
注
釈
書
？―

江
戸

時
代
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』の
初
期
俗
語
訳
の
意
義
」（
陣
野
英
則 

・
緑
川
真
知
子
編『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容　

第
三
集
』武
蔵
野
書
院
、二
〇
一
一
年
）、

“
Speaking in T

ongues? D
aim

yo, Zen M
onks, and Spoken Chinese in 

Japan, 1661-1711.” Journal of A
sian Studies 76.3, 2017

）な
ど
が
あ
る
。

新
美
哲
彦（
に
い
み
・
あ
き
ひ
こ
）　

早
稲
田
大
学
教
授
。専
門
は
日
本
中
古
文
学
。著
書
に『
源
氏
物
語
の
受
容
と
生
成
』（
武
蔵
野
書
院
、二
〇
〇
八
年
）、論
文
に「
定
家
本『
源
氏
物
語
』研
究
の
現
在
／
今
後
」（『
新
時
代
へ
の
源
氏
学
』七「
複
数
化

す
る
源
氏
物
語
」竹
林
舎
、二
〇
一
五
年
）、「
池
田
本『
源
氏
物
語
』巻
末
付
載『
奥
入
』に
つ
い
て
」（
天
理
図
書
館
報『
ビ
ブ
リ
ア
』一
四
四
号
、二
〇
一
五
年
）な
ど
が
あ
る
。

も
く
じ

序凡
例

都
の
錦『
風
流
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
柿
嵜
理
恵
子

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

梅
翁『
若
草
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
雛
鶴
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
平
田
彩
奈
惠

梅
翁『
紅
白
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
大
塚
誠
也

梅
翁『
俗
解
源
氏
物
語
』 

◉
校
訂
・
注
：
新
美
哲
彦 

◉
翻
刻
：
伊
永
好
見

解
説
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

論
考江戸

時
代
に
お
け
る「
俗
語
訳
」の
意
義
◉
レ
ベ
ッ
カ
・
ク
レ
メ
ン
ツ

女
性
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
本
？

　
　―

十
七
世
紀
後
半
の
日
本
に
お
け
る『
源
氏
物
語
』と『
伊
勢
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◉
ピ
ー
タ
ー
・
コ
ー
ニ
ツ
キ（
翻
訳
：
常
田
槇
子
）

テ
ク
ス
ト
の
改
替
◉
マ
イ
ケ
ル
・
エ
メ
リ
ッ
ク（
翻
訳
：
幾
浦
裕
之
）

梅
翁
／
奥
村
政
信『
源
氏
物
語
』の
挿
絵
と
テ
ク
ス
ト
◉
新
美
哲
彦

あ
と
が
き

ご送付先ご住所（通信欄）
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日本史（古代）・東洋史

東
ア
ジ
ア
の
構
造
は
い
か
に
形
成
さ
れ
、

展
開
し
た
の
か―

　
文
献
資
料
、最
新
の
考
古
学
的
成
果
を
博
捜
し
、

　
地
政
学
的
そ
し
て
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
文
化
の
交
流
の
視
点
よ
り

　
一
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
お
よ
ぶ

　
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
展
開
を

　
浮
き
彫
り
に
す
る
。

　
長
年
に
わ
た
り
東
ア
ジ
ア
古
代
史
研
究
を
牽
引
す
る

　
碩
学
に
よ
る
最
新
論
集
。

古
代
の
日
本
と

東
ア
ジ
ア

鈴
木
靖
民 
﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

鈴
木
靖
民（
す
ず
き
・や
す
た
み
）

横
浜
市
歴
史
博
物
館
館
長
、國
學
院
大
學
名
誉
教
授
、淑
徳
大
学
人
文
学
部
客
員
教
授
。

文
学
博
士
。専
門
は
日
本
古
代
史
・
東
ア
ジ
ア
古
代
史
。

主
著
に『
比
較
史
学
へ
の
旅―

ガ
リ
ア
・ロ
ー
マ
か
ら
古
代
日
本
へ
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
二
年
）、『
梁

職
貢
図
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
』（
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
日
本
古
代
の
周
縁
史
』（
岩

波
書
店
、二
〇
一
四
年
）、『
相
模
の
古
代
史
』（
高
志
書
院
、二
〇
一
四
年
）、『
古
代
日
本
の
東
ア
ジ
ア

交
流
史
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、『
日
本
古
代
交
流
史
入
門
』（
共
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
七

年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

は
じ
め
に

Ⅰ
　
王
権
の
始
原
・
交
易
の
力

　
1
　
加
耶
史
の
展
開
と
倭

　
2
　
加
耶
の
形
成
と
対
外
交
流 

─

一
～
三
世
紀

　
3
　
倭
国
の
形
成
と
加
耶 

─

四
～
五
世
紀

　
4
　
加
耶
文
化
の
北
方
的
要
素

　
5
　
弥
生
後
期
、根
塚
遺
跡
と
東
ア
ジ
ア

Ⅱ
　
中
心
化
す
る
周
辺
・
あ
ら
が
う
周
辺

　
1
　
広
開
土
王
碑
に
み
え
る「
倭
」

　
2
　
五
世
紀
、高
句
麗
の
王
陵
・
祭
祀
・
王
統
譜

　
　
　
　
　

─

集
安
高
句
麗
碑
小
考

　
3
　
五
世
紀
の
倭
国
と
東
ア
ジ
ア

　
4
　
反
正
天
皇（
珍
）の
人
物
像 

─

記
紀
︑宋
書
を
通
し
て

Ⅲ
　
外
交
の
形
・
移
動
す
る
文
化

　
1
　
新
羅
の
倭
典
と
上
表

　
2
　
半
跏
思
惟
仏
像
を
め
ぐ
る
倭
と
百
済
・
新
羅 

─

七
世
紀

　
3
　
古
代
日
本
の
文
化
形
成
に
寄
与
し
た
朝
鮮
の
人
び
と

　
　
　
　
　

─

七
世
紀
を
中
心
と
し
て

　
4
　
古
代
日
本
列
島
の
遠
距
離
交
流
と
文
化
伝
播

Ⅳ
　
交
流
す
る
国
家
・
媒
介
す
る
中
国

　
1
　
日
本
古
代
国
家
の
な
り
た
ち
と
東
ア
ジ
ア
の
交
流

　
2
　『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』に
み
え
る
女
性
像

　
　
　
　
　

─

古
代
国
家
と
周
縁

　
3
　
渤
海
国
の
首
領
と
交
易

　
　
　
　
　

─

史
的
特
質
を
め
ぐ
っ
て

　
4
　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
と
古
代
日
本

　
お
わ
り
に

　
索
引
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東洋史（古代朝鮮）

古
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
際
関
係
を
考
え
る
上
で
、

朝
鮮
半
島
に
展
開
し
た
各
国
の
動
向
は
見
過
ご
す
こ
と
の

出
来
な
い
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

た
だ
し
、残
存
史
料
が
断
片
的
で
あ
る
な
ど
困
難
も
多
く
、

そ
の
研
究
構
築
は
容
易
で
は
な
い
。

本
書
は
、日
本
と
も
関
連
の
深
い
、朝
鮮
半
島
の
古
代
史
で

主
導
的
役
割
を
担
っ
た
新
羅
に
つ
い
て
、

と
く
に
飛
躍
的
な
発
展
を
見
せ
た

新
羅
中
古
期（
五
一
四
〜
六
五
四
年
）を
中
心
に
考
究
。

近
年
、陸
続
と
発
見
さ
れ
た
各
種
の
新
羅
碑
文
を

諸
史
料
と
と
も
に
精
緻
に
読
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、

当
時
の
激
動
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
お
け
る
、

新
羅
の
史
的
実
態
と
そ
の
展
開
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

金
石
文
・
文
献
史
料
双
方
に
精
通
し
、

朝
鮮
古
代
史
の
先
達
と
し
て
活
躍
す
る
泰
斗
に
よ
る
待
望
の
一
書
。

新
羅
中
古
期
の

史
的
研
究
武
田
幸
男 

﹇
著
﹈

﹇
著
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈……

…
…
…
…
…

武
田
幸
男（
た
け
だ
・ゆ
き
お
）

東
京
大
学
名
誉
教
授
。専
門
は
朝
鮮
前
近
代
史
。

著
書
に『
高
麗
史
日
本
伝
』上
・
下（
岩
波
書
店
、二
〇
〇
五
年
）、『
広
開
土
王
碑
と
の
対
話
』（
白
帝

社
、二
〇
〇
〇
七
年
）、『
広
開
土
王
碑
墨
本
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

﹇
目
次
﹈……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

序
言

第
一
編
　
新
羅
官
位
制
の
研
究

　
第
一
章
　
新
羅
・
法
興
王
代
の
律
令
と
衣
冠
制

　
第
二
章
　
金
石
文
資
料
か
ら
み
た
新
羅
官
位
制

　
第
三
章
　
新
羅
官
位
制
の
成
立

　
第
四
章
　
新
羅
官
位
制
の
成
立
に
関
す
る
覚
書

第
二
編
　
新
羅「
教
事
碑
」の
研
究

　
第
一
章
　
浦
項
・
中
城
里
碑
の
研
究

　
第
二
章
　
迎
日
・
冷
水
里
碑
の
立
碑
年
次
と「
王
教
」主
体

　
第
三
章
　
蔚
珍
・
鳳
坪
碑
の「
教
事
」主
体
と
刑
罰「
執
行
」

　
第
四
章
　
真
興
王
代
に
お
け
る
新
羅
の
赤
城
経
営

　
第
五
章
　
丹
陽
・
赤
城
碑
の「
教
事
」主
体
と「
教
事
」内
容

第
三
編
　
蔚
州
書
石
の
研
究

　
第
一
章
　
顔
の
な
い
人
物
像
の
彼
方

　
　
　
　
　

─

古
代
の
環
日
本
海
路
に
連
な
っ
て

　
第
二
章
　「
乙
巳
年
原
銘
」と「
己
未
年
追
銘
」の
研
究

　
　
　
　
　

─

蔚
州
書
石
谷
に
お
け
る
新
羅
・
葛
文
王
一
族

　
第
三
章
　
蔚
州
書
石「
癸
巳
六
月
廿
二
日
銘
」の
研
究

　
　
　
　
　

─

新
羅
・
沙
喙
部
集
団
の
書
石
谷
行

第
四
編
　
新
羅
支
配
体
制
の
研
究

　
第
一
章
　
新
羅
六
部
と
そ
の
展
開

　
第
二
章
　
新
羅
の
法
幢
軍
団
と
そ
の
展
開

　
第
三
章
　
新
羅
の
二
人
派
遣
官
と
外
司
正

　
　
　
　
　

─

新
羅
地
方
検
察
官
の
系
譜

　
第
四
章
　
私
の
新
羅
史
探
求
の
旅

　
　
　
　
　

─

新
羅
の
国
号
・
王
号
・
王
権
と
タ
ロ
の
系
譜

　
あ
と
が
き

　
索
引
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仏
教
の
東
漸
と
西
漸           

﹇
目
次
﹈

仏教･東洋史

荒
見
泰
史 ﹇
編
﹈

荒
見
泰
史
（
あ
ら
み・ひ
ろ
し
）

﹇
編
者
紹
介
﹈

　

総
論　

仏
教
の
東
漸
と
西
漸…

荒
見
泰
史

Ⅰ
◉
儀
礼
と
そ
の
こ
と
ば

頌
讃
の
文
学…

荒
見
泰
史

志
慕
玄
奘
、独
步
五
天
│
唐
五
代
宋
初
の
讃
と
玄
奘
、義
浄
の
讃…

楊　

明
璋

清
代
前
期
、媽
祖
信
仰
・
祭
祀
の
日
本
伝
播
と
そ
の
伝
承

　

―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
ア
ジ
ア
進
出
も
視
野
に
入
れ
て…

松
尾
恒
一

Ⅱ
◉
尊
像
の
造
形
と
伝
承

信
仰
に
お
け
る
図
像
と
継
承

　

―
敦
煌
に
見
ら
れ
る
山
と
天
界
の
図
像
を
中
心
と
し
て…

荒
見
泰
史

五
臺
山
騎
獅
文
殊
尊
像
群
の
東
漸
と
西
漸

　

―

五
臺
山
・
比
叡
山
・
敦
煌
の
尊
像
群
か
ら…

白
須
淨
眞

Ⅲ
◉
経
典
と
物
語
、そ
の
伝
播

『
賢
愚
経
』の
伝
播…
髙
井　

龍

『
キ
ツ
ツ
キ
と
獅
子
』説
話
の
伝
播
と
発
展…

梁　

麗
玲

『
仏
母
経
』の
流
行
か
ら
見
る
疑
経
の
受
容…

岸
田
悠
里

明
代
、南
シ
ナ
海
の
海
盗
の
活
動
と
記
憶

　

―

日
本
・
中
国
大
陸
・
東
南
ア
ジ
ア
の
宗
教
史
跡
を
め
ぐ
っ
て…

松
尾
恒
一

広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
教
授
。広
島
大
学D

istinguished Professor

。専

門
は
中
国
文
学
、
中
国
語
学
、
敦
煌
学
、
仏
教
文
学
。主
な
著
書
に『
仏
教
文
学
研
究
論
集
』（
共

編
、
復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、『
敦
煌
変
文
写
本
的
研
究
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇

年
）、『
敦
煌
講
唱
文
学
写
本
研
究
』（
中
華
書
局
、二
〇
一
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
ア
ジ
ア
遊
学
251
】

言
語・思
想・政
治
に
み
る

宗
教
の
伝
播
と
変
容

仏
教
の
伝
播
は
、従
来
イ
ン
ド
か
ら
中
国
を
経
て

東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
アへ
と
伝
わ
る「
東
漸
」に
着
目
し
て
論
じ

ら
れ
る
こ
と
が
多
かっ
た
。

し
か
し
、東
ア
ジ
ア
の
中
心
で
あ
る
中
国
で
受
容
・
昇
華
さ
れ
た

仏
教
が
中
国
か
ら
外
部
へ
と
向
か
っ
て
い
く
方
向
性
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
、伝
播
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
書
で
は
中
国
へ
の「
東
漸
」の
逆
方
向
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め

に
こ
の
外
部
に
向
か
う
方
向
性
を「
西
漸
」と
称
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
や
経
典
、文
学
、図
像
を
取
り
上
げ
、

各
時
代
の
広
い
社
会
層
に
お
け
る
信
仰
・
宗
教
の
伝
播
と
継
承
、

衝
突
と
融
合
の
実
態
を
東
漸
と
西
漸
の
双
方
向
か
ら
考
察
し
、

新
し
い
文
化
史
を
構
築
す
る
。

本
体
二
、八
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
五
六
頁

二
〇
二
〇
年
九
月
刊
行

ISBN
978-4-585--22717-5 C1315

ぶ
っ
き
ょ
う
の
と
う
ぜ
ん
と
せ
い
ぜ
ん

ご送付先ご住所（通信欄）
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東洋史・日本史・宗教・民俗学

本体2,800円（＋税）
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原
田
正
俊 ﹇
編
﹈

原
田
正
俊
（
は
ら
だ・ま
さ
と
し
）

﹇
編
者
紹
介
﹈

﹇
目
次
﹈

　
序
文…

…

原
田
正
俊

Ⅰ
◉
臨
終
・
死
の
儀
礼
と
遺
体

道
教
の
死
体
観…

三
浦
國
雄

日
本
古
代
中
世
の
死
の
作
法
と
東
ア
ジ
ア…

原
田
正
俊

契
丹
人
貴
族
階
層
に
お
け
る
追
薦…

藤
原
崇
人

佐
藤
一
斎『
哀
敬
編
』に
つ
い
て

　―

日
本
陽
明
学
者
の
新
た
な
儒
教
葬
祭
書…

吾
妻
重
二

北
京
に
お
け
る
パ
ン
チ
ェ
ン
・
ラ
マ
六
世
の
客
死
と
葬
送…

池
尻
陽
子

Ⅱ
◉
鎮
魂
・
追
善
と
社
会

慰
霊
と
し
て
の「
鎮
」の
創
出

　―

「
鎮
護
国
家
」思
想
形
成
過
程
の
一
齣
と
し
て…

佐
藤
文
子

神
泉
苑
御
霊
会
と
聖
体
護
持…

西
本
昌
弘

南
北
朝
期
に
お
け
る
幕
府
の
鎮
魂
仏
事
と
五
山
禅
林

　―

文
和
三
年
の
水
陸
会
を
中
心
に…

康
　
昊

烈
女
・
厲
鬼
・
御
霊

　―

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
自
殺
者
・
横
死
者
の
慰
霊
と
祭
祀…

井
上
智
勝

照
月
寿
光
信
女
と
近
世
七
条
仏
師…
長
谷
洋
一

華
人
の
亡
魂
救
済
に
つ
い
て

　―

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
中
元
行
事
を
中
心
に…
二
階
堂
善
弘

死
を
め
ぐ
る
思
想
と
儀
礼―

臨
終
や
葬
儀
、
鎮
魂
な
ど
の
儀
礼
の
展
開
は
、

各
時
代
・
地
域
に
お
い
て
多
様
な
様
相
を
み
せ
、

ア
ジ
ア
全
体
で
共
通
す
る
要
素
も
多
い
。

儒
教
・
仏
教
・
道
教
は
、
盛
ん
に「
死
」の
意
味
づ
け
、

儀
式
の
意
義
を
説
き
、
社
会
に
儀
礼
を
定
着
さ
せ
、

祭
祀
の
対
象
と
し
て
絵
画
・
仏
像
な
ど
の
造
形
物
や

説
話
も
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

人
々
は「
死
」を
ど
う
と
ら
え
、

ど
ん
な
文
化
を
創
り
出
し
た
の
か
。

ア
ジ
ア
に
お
け
る
死
と
鎮
魂
に
つ
い
て
の
文
化
を

歴
史
学
・
思
想
史
の
立
場
か
ら
考
察
。

関
西
大
学
文
学
部
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
史
・
仏
教
史
。

主
著
・
編
著
に
、『
日
本
中
世
の
禅
宗
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）、『
日
本
古

代
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』（
編
著
、関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
四
年
）、『
仏
教
が
つ
な

ぐ
ア
ジ
ア―

王
権
・
信
仰
・
美
術
』（
共
編
著
、勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
ア
ジ
ア
遊
学
245
】

ア
ジ
ア
の
死
と

              

鎮
魂・追
善

ご送付先ご住所（通信欄）
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水
口
幹
記 

﹇
編
﹈

水
口
幹
記
（
み
ず
ぐ
ち・も
と
き
）

　
藤
女
子
大
学
文
学
部
准
教
授
。専
門
は
東
ア
ジ
ア
文
化
史
。

　
主
著
に『
渡
航
僧
成
尋
、雨
を
祈
る
　『
僧
伝
』が
語
る
異
文
化
の
交
錯
』（
勉
誠
出
版
、二
〇

　
一
三
年
）、『
古
代
日
本
と
中
国
文
化 

受
容
と
選
択
』（
塙
書
房
、二
〇
一
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

前
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

〈
術
数
文
化
〉【
ア
ジ
ア
遊
学
244
】

﹇
編
者
紹
介
﹈

﹇
目
次
﹈

　
序…

…

水
口
幹
記

　
総
論―

〈
術
数
文
化
〉と
い
う
用
語
の
可
能
性
に
つ
い
て…

…

水
口
幹
記

Ⅰ
◉〈
術
数
文
化
〉の
形
成
・
伝
播

人
日
と
臘
日―

年
中
行
事
の
術
数
学
的
考
察…

武
田
時
昌

堪
輿
占
考…

名
和
敏
光

味
と
香…

清
水
浩
子

郭
璞『
易
洞
林
』と
干
宝『
捜
神
記
』

　―

東
晋
は
じ
め
、怪
異
記
述
の
ゆ
く
え…

佐
野
誠
子

白
居
易
新
楽
府「
井
底
引
銀
瓶 

止
淫
奔
也
」に
詠
わ
れ
る「
瓶
沈
簪
折
」に
つ
い
て

　―

唐
詩
に
垣
間
見
え
る
術
数
文
化…

山
崎
　
藍

引
用
書
か
ら
見
た『
天
地
瑞
祥
志
』の
特
徴

　―

『
開
元
占
経
』及
び『
稽
瑞
』所
引
の『
漢
書
』注
釈
と
の
比
較
か
ら…

洲
脇
武
志

宋『
乾
象
新
書
』始
末…

田
中
良
明

獣
頭
の
吉
鳳「
吉
利
・
富
貴
」に
つ
い
て

　―

日
中
韓
の
祥
瑞
情
報
を
手
が
か
り
に…

松
浦
史
子

三
善
清
行「
革
命
勘
文
」に
見
ら
れ
る
緯
学
思
想
と

　
七
〜
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
政
治…

孫
英
剛

Ⅱ
◉〈
術
数
文
化
〉の
伝
播
・
展
開

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
祥
瑞
文
化
の
伝
播
と
展
開

　―
李
朝（
一
〇
〇
九
〜
一
二
二
五
）の
霊
獣
世
界
を
中
心
に
し
て…

フ
ァ
ム・レ・フ
イ

漢
喃
研
究
院
に
所
蔵
さ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
漢
喃
堪
輿（
風
水
）資
料
の
紹
介

…

チ
ン・カ
ッ
ク・マ
イ
ン
／
グ
エン・ク
ォッ
ク・カ
イ
ン

漢
喃
暦
法
の
文
献
に
お
け
る
二
十
八
宿
に
関
す
る
概
要…

グ
エン・コン・ヴ
ィエ
ッ
ト

ベ
ト
ナ
ム
阮
朝
に
お
け
る
天
文
五
行
占
の
受
容
と
禁
書
政
策…

佐
々
木
　
聡

『
越
甸
幽
霊
集
録
』に
お
け
る
神
と
の
交
流…

佐
野
愛
子

「
新
羅
海
賊
」と
神
・
仏
へ
の
祈
り…

鄭
　
淳
一

『
観
象
玩
占
』に
み
る
東
ア
ジ
ア
の
術
数
文
化…

髙
橋
あ
や
の

日
本
古
代
の
呪
符
文
化…

山
下
克
明

平
安
時
代
に
お
け
る
後
産
と
医
術
／
呪
術…

深
澤
　
瞳

江
戸
初
期
の
寺
社
建
築
空
間
に
お
け
る
説
話
画
の
展
開

　―

西
本
願
寺
御
影
堂
の
蟇
股
彫
刻「
二
十
四
孝
図
」を
中
心
に…

宇
野
瑞
木

天
文
学
・
数
学
・
地
理
学
な
ど
自
然
科
学
分
野
と
、

易
を
中
心
と
し
た
占
術
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た

思
想
・
学
問
で
あ
る
「
術
数
」―

術
数
は
前
近
代
を
通
じ
て
東
ア
ジ
ア
の
国
々
に
広
く
伝
播
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
に
深
く
浸
透
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
民
族
文
化

の
形
成
に
も
強
い
影
響
を
与
え
た
。

本
書
で
は
、
幅
広
い
文
化
的
現
象
を
統
合
す
る
用
語
と
し
て
〈
術

数
文
化
〉
を
設
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
看
過
さ
れ
が
ち

で
あ
っ
た
理
論
・
思
想
以
外
の
事
象
で
あ
る
「
文
学
・
学
術
・

建
築
物
な
ど
へ
の
影
響
や
受
容
」
を
対
象
と
し
、
東
ア
ジ
ア
地

域
へ
の
伝
播
・
展
開
の
様
相
を
通
時
的
に
検
討
す
る
。

中
国
中
心
の
術
数
研
究
か
ら
東
ア
ジ
ア
へ
の
展
開
を
望
む
。

ご送付先ご住所（通信欄）
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部
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日
本
の
中
世
社
会
に
お
い
て
、

茶
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。

特
に
鎌
倉
の
武
家
文
化
・
宗
教
文
化
は
、飲
用
の
み
な
ら
ず
、

儀
礼
や
贈
答
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
に
お
い
て
、

茶
と
の
密
接
な
関
係
を
有
し
て
き
た
が
、

従
来
の
研
究
で
は
、禅
宗
と
の
か
か
わ
り
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

充
分
に
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

こ
れ
ら
中
世
東
国
の
茶
の
歴
史
を
い
ま
に
伝
え
る
史
料
が

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』の
な
か
に
多
数
存
在
す
る
。

同
史
料
群
よ
り
貴
重
史
料
三
〇
八
通
の
翻
刻
と
解
説
を
行
い
、

編
年
で
配
列
、こ
れ
ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た

中
世
日
本
の
茶
を
め
ぐ
る
文
化
的
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
体
一
〇
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装

口
絵
四
頁+

本
文
三
七
六
頁

二
〇
二
〇
年
九
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22288-0  C3021

中世史・文化史

従
来
の
茶
文
化
史
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
埋
め
る
貴
重
史
料

永
井
　
晋
（
な
が
い・
す
す
む
）

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
主
任
学
芸
員
、神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
企
画
普
及
課
長
を
経
て
、現

在
関
東
学
院
大
学
客
員
教
授
。専
門
は
日
本
史
。主
要
著
書
に
、『
金
沢
貞
顕
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
三
年
）、『
金
沢
北
条
氏
の
研
究
』（
八
木
書
店
、二
〇
〇
六
年
）、『
金
沢
北
条
氏
編
年
資

料
集
』（
共
著
、八
木
書
店
、二
〇
一
三
年
）、『
源
頼
政
と
木
曽
義
仲―

勝
者
に
な
れ
な
か
っ
た

源
氏
』（
中
央
公
論
新
社
、二
〇
一
五
年
）、『
平
氏
が
語
る
源
平
争
乱
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一

九
年
）、『
鎌
倉
僧
歴
事
典
』（
八
木
書
店
、二
〇
二
〇
年
）な
ど
が
あ
る
。

【
編
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

金
沢
文
庫
古
文
書

喫
茶
関
係
編
年
資
料
集

永
井
晋
〈
編
〉

【
目
次
】

カ
ラ
ー
口
絵

は
じ
め
に

翻
　
刻

解
説
『
金
沢
文
庫
古
文
書
』の
中
世
喫
茶
史
料

金
沢
氏
・
称
名
寺
喫
茶
関
係
資
料
参
考
年
表

あ
と
が
き

索
　
引

本
体
二
、八
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
四
〇
頁

二
〇
二
〇
年
九
月
刊
行

ISBN
978-4-585-22718-2  C1321

中
世
日
本
の
茶
と
文
化

生
産・流
通・消
費
を
と
お
し
て

同
時
刊
行
！

【
ア
ジ
ア
遊
学
252
号
】

永
井
　
晋
〈
編
〉

本体3,200円（+税）
四六判上製カバー装・336頁

ISBN978-4-585-20058-1 C1000

本体3,200円（+税）
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ご送付先ご住所（通信欄）

書 名 部 数

部

勉誠出版 FAX◉03-5215-9025※上記注文書にご記入の上、お近くの書店あるいは勉誠出版宛にお申し出ください。
千代田区神田神保町3-10-2　TEL.03-5215-9021　WEBSITE.http://bensei.jp/

本体10,000円（+税）
A5判上製カバー装・口絵4頁+本文約376頁

2020年9月刊行
ISBN978-4-585-22288-0 C3021

永井　晋［編］
金沢文庫古文書　
喫茶関係編年資料集

湛睿書状 (国宝金沢文庫文書より)



日本史（中世）・文化史

永
井
晋 ﹇
編
﹈

﹇
目
次
﹈

日
本
の
中
世
社
会
に
お
い
て
、

「
茶
」
は
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
、
流
通
し
た
の
か
。

ま
た
茶
・
喫
茶
に
か
か
わ
る
儀
礼
や
文
化
は

ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
展
開
し
た
の
か
。

称
名
寺
に
伝
来
し
た
平
安
時
代
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
茶
に
関
す

る
文
献
史
料
、
各
地
に
残
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
や
考
古
資
料
な
ど

の
諸
資
料
を
丹
念
に
紐
解
き
、
ま
た
、
考
古
学
・
農
業
学
・
気
候
史
・

技
術
史
・
遺
伝
子
学
な
ど
様
々
な
分
野
の
視
点
な
ど
も
交
え
、「
茶

の
湯
」・「
茶
道
」
成
立
以
前
の
「
中
世
の
茶
」
を
と
ら
え
直
す
。

﹇
編
者
紹
介
﹈

永
井
晋
（
な
が
い・す
す
む
）

関
東
学
院
大
学
客
員
教
授
。専
門
は
日
本
中
世
史
。主
な
著
書
・
論
文
に
『
金
沢
北
条
氏
の
研

究
』（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、「
鎌
倉
時
代
の
文
章
道
大
業
の
家―

勤
め
る
官
職
と
活

動
の
場
」（
福
島
金
治
編
『
学
芸
と
文
芸
生
活
と
文
学
の
歴
史
学　

九
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
六

年
）、「
武
家
の
棟
梁
摂
津
源
氏
の
終
焉
」（
中
村
文
編『
歌
人
源
頼
政
と
そ
の
周
辺
』青
簡
舎
、

二
〇
一
九
年
）な
ど
が
あ
る
。

序
文　

鎌
倉
・
室
町
前
期
に
お
け
る
茶
の
研
究
◉
永
井　

晋

第
一
部
◉
称
名
寺
伝
来
資
料
に
残
る
茶
の
世
界

国
宝「
称
名
寺
聖
教
・
金
沢
文
庫
文
書
」の
茶
関
係
資
料
◉
山
地　

純

『
金
沢
文
庫
古
文
書
』が
示
す
鎌
倉
・
房
総
の
茶
◉
永
井　

晋

「
称
名
寺
聖
教
」に
見
え
る「
茶
」と「
荼
」 ◉
張　

名
揚

コ
ラ
ム
◎
中
世
都
市
鎌
倉
と
喫
茶
文
化 

◉
大
澤　

泉

第
二
部
◉
中
世
に
お
け
る
茶
の
生
産
と
道
具

中
世
前
期
の
茶
の
受
容
◉
福
島
金
治

抹
茶
の
変
容―

中
世
の
気
候
変
動
と
覆
い
下
茶
園
の
成
立
◉
沢
村
信
一

中
世
前
期
の
茶
臼 

◉
桐
山
秀
穂

建
盞
と
天
目―

茶
器
の
種
類
と
名
称
◉
岩
田
澄
子

第
三
部
◉
中
世
仏
教
と
茶

栂
尾
茶
・
醍
醐
茶
の
評
判―

十
四
世
紀
高
山
寺
の
喫
茶
文
化
◉
芳
澤　

元

東
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
と
中
世
信
濃
の
喫
茶

　
―

王
禎『
農
書
』の
茗
煎
・
末
茶
・
蠟
茶
に
基
づ
く
考
察
◉
祢
津
宗
伸

薬
と
し
て
の
茶―

栄
西
・
性
全
・
忍
性
・
叡
尊
◉
岩
間
眞
知
子

コ
ラ
ム
◎
中
世
鎌
倉
の
喫
茶―

建
長
寺
境
内
の
発
掘
調
査
成
果
か
ら
◉
宮
田　

眞

コ
ラ
ム
◎
仏
教
美
術
と
茶―

羅
漢
図
に
見
る
喫
茶
文
化
◉
米
沢　

玲

第
四
部
◉
地
方
の
茶

中
世
武
蔵
国
の
慈
光
茶―

銘
柄
の
形
成
と
そ
の
風
味
◉
小
田
部
家
秀

出
土
遺
物
か
ら
み
た
中
世
寺
院
と
茶

　

―

伊
豆
国
円
成
寺
跡
の
出
土
遺
物
か
ら
◉
池
谷
初
恵

コ
ラ
ム
◎
称
名
寺
領
下
総
国
下
河
辺
庄
赤
岩
郷
周
辺
に
残
る
在
来
◉
佐
々
木
清
匡

コ
ラ
ム
◎
史
跡
河
越
館
跡
か
ら
出
土
し
た
喫
茶
関
連
資
料
◉
平
野
寛
之

第
五
部
◉
室
町
時
代
の
茶

室
町
社
会
に
お
け
る
巡
事
と
茶
寄
合
◉
白
川
宗
源

コ
ラ
ム
◎
花
は
さ
か
り
に
、月
は
く
ま
な
き
の
み
見
る
も
の
か
は
◉
橋
本　

雄

中
世
日
本
の
茶
と

文
化

―
生
産
・
流
通
・
消
費
を
と
お
し
て
【
ア
ジ
ア
遊
学
252
】

金
沢
文
庫
古
文
書 

喫
茶
関
係
編
年
資
料
集

同
時
刊
行
！

永
井
晋 ﹇
編
﹈

※

詳
細
は
同
時
配
信
し
て
お
り
ま
す
本
書
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貴
重
史
料
三
〇
八
通
の

翻
刻
と
解
説
を
編
年
で
配
列
。

中
世
日
本
の
茶
を
め
ぐ
る

文
化
的
広
が
り
を
明
ら
か
に
す
る
。
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本
体
二
、八
〇
〇
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＋
税
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Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
二
四
〇
頁

二
〇
二
〇
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刊
行

ISBN
978-4-585-22718-2 C

1321

本
体
一
〇
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装

口
絵
四
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本
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頁

ISBN
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本体2,800円（＋税）
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